




山の地下に降る。それならいいだろう」
　ゾールは、神官や巫女たちに不死の命を与え、
かれらを連れてボンベート山の地下深くの神殿に
下っていった。
　神官たちは、毎日ゾールのために火を焚き、巫
女たちは踊った。
　ボンベート山が煙を吐くようになったのはそれ
からである。
　

〔光の子〕
　それからまた100年がたった。
　不死である巫女たちは相変わらず美しかったが、
その心は老いさらばえてしまった。同じ踊りを踊っ
ても、かつてのような瑞々しさは伝わってこなかっ
た。
　ゾールはそれを不満に思った。
　長い年月はゾール自体を変容させてもいた。か
つて７人の神々によって地底深くに封じ込まれた
「闇の存在」が、闇の波動をゾールに送り続けてい
たからである。
（他の神々は天上に去り、今ウルフレンドに残っ
ているのはわたしだけだ。わたしがウルフレンド
のすべての死すべき種族に祝福を与えて何が悪い
のだ）
　ゾールは「決して地上には姿を現さない」という
約束を捨て、地下の神殿から出ようとした。とこ
ろが、そこには他の神々の結界が張られていて、
出ることができなかった。
　ゾールは神官や巫女に、神々が死すべき種族に
与えた宝石を奪うように命じた。すべての宝石が
集まれば、６人の神々の力に対抗できるからである。
　また、ヒューマン以外の種族にゾール信仰を広
めるようにも命じた。他の神々を崇める者が増え
れば、結界の力が弱くなるからである。
　地下には、貴金属や宝石が無尽蔵ともいえるほ
どにあった。神官や、巫女はそれらを湯水のよう
に使って命令を果たそうとした。ウルフレンドの
各地に混乱が生じ、争いが絶えなくなった。天上
の神々も、それを見過ごすことはできなかった。
　清浄な心と、死さえも恐れない勇気をもった
ヒューマンの若者に力を与え、「光の子」とした。

に与えた。
ヒューマンにはダイヤモンド。

オークにはルビー。

エルフにはエメラルド。

ドワーフにはオパール。

シャーズにはキャッツアイ。

ゴブリンには黒真珠。

コボルトとノームにはサファイア。

　しかし、ゾールが土壇場になって自分はウルフ
レンドに残ると言い出した。ゾールは自分を崇め
る者が近くにいてほしかったのだ。
「その代わり、死すべき種族を平等に愛するし、
かれらの前に姿も現さない。わたしはボンベート
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　メルド河西部のキルギル王国。
　ベング高原にあるベング王国。
　北西部のケフル王国。
　５つの王国は血がつながっているということで、
基本的には良好な関係にある。
　　

〔アラッテ山〕
　キルギル王国の南部の平原にただ一峰だけそび
えている。中腹まではなだらかなスロープで緑が
多いが、そこから急に急峻な岩山となっている。
　伝説によると、はるか昔に「闇の存在」がウルフ
レンドにやってきたとき、それと戦った勇者たち
が「闇の存在」を地下に閉じ込め、その上に巨大な
石柱を置いたのがアラッテ山の起源だという。
　岩山の根元に当たる部分に、王立修行院がある。
これはよき魔術師を育成するための学校で、その
費用は統一王朝時代の名残で、今でもゾラリア王
国が負担している。

　光の子は闇の勢力と戦いながらウルフレンドの
各地を巡り、種族の王たちを説得して、神々が死
すべき種族に与えた宝石を受け取った。
　そして、ボンベート山の火口から地下に降りて
いった。ゾールはすでに「闇の存在」そのものと化
していたが、神々の力を秘めた７つの宝石には勝
てなかった。光の子は勝利し、ウルフレンドの平
和を守ったのである。
　

〔神聖皇帝〕
　　死すべき種族の王たちは、光の子にウルフレ
ンドを統治する皇帝に推挙した。光の子は何度も
辞退したが、王たちの要望を断りきれず、ついに
神聖皇帝の座につくことになった。
　闇の残党たちは神聖皇帝に復讐しようとしてそ
の命を狙ったが、果たすことはできなかった。卑
劣な闇の勢力は、代わりに皇帝の幼い子を狙い、
ついに成功する。愛児の死を悲しんだ皇帝はヒュー
マンの王アシャディに皇帝の座を譲り、それきり
公の場所に姿を現すことはなかった。一説によると、
神々に招かれて天上に昇ったともいう。
　２代皇帝のアシャディは徳と、知恵と、力を合
わせもっていたので、その治世の間ウルフレンド
は平和と繁栄を楽しんだ。しかし、次の３代皇帝
の時代になると、王たちは皇帝の命令に服さなく
なり、神聖帝国は崩壊した。
　今や、神聖皇帝は名ばかりのものとなり、ブル
ガンディ島にある宮殿と、７つの宝石を祀るソフィ
ア聖寺院のある地域を治めるだけになっている。
　　　　　

〔メルキア〕
　ヒューマンの住む地域。 南部のベング高原以
外は農耕に適し、ウルフレンドで最も肥沃な土地
である。
　メルキア統一王朝時代の首都はメルド河中流の
ほとりのゾラリア。
　アシャディ王は神聖皇帝の座についたとき、王
国を５つの国に分け、５人の子どもたちに治めさ
せた。
　メルド河の東部のゾラリア王国。
　ゾラリアの北、地中海に面したエルセア王国。
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骸が山地のどこかにあるともいわれるが、所在を
確かめた者はいない。
　伝説によれば、空飛ぶ船に乗っていたのはドラ
ゴンを自由に操るヒューマンの一族だったという。

〔ガルテー山脈〕
　メルキアの東北にある山地で、ドワーフ族が住む。
　山地のどこかにドワーフ王の地下宮殿があると
されるが、ドワーフは他種族の侵入を極端に嫌っ
ているため、ドワーフ以外にそれを見た者はいない。
　ドワーフは自分たちが他種族の土地に出かける
のは嫌いではない。傭兵としてや、金属製品の販
売のために、メルキア・シャルトン半島・ブルガ
ンディでは普通に見ることができる。
　ガルテー山脈にはわずかではあるがランドドラ
ゴンが生息するという。ランドドラゴンは飛ぶこ
とをやめ、地上生活に順応したドラゴンである。
羽は退化したが、鱗は強靭となり、地上最強の生
物となった。

〔エサランバルの森〕
　メルキアの西、クルアフ山地の麓にある広大な森。
森全体がエルフ族の居住地である。エルフたちは
都市や、宮殿や、神殿をつくらない。各自が自由
に生き、学問と芸術の神ユリンを信仰して、静か
に暮らしている。
　近年、少しずつではあるが森はヒューマンの開
拓地として侵食されているが、まだエルフ族とヒュー
マンとの間で大きな争いは起こっていない。森は
広く、エルフ族の数は少ないためである。

〔シャルトン半島〕
　ガルテー山脈の北の半島で、シャーズ族の国で
ある。
　シャーズ族は商売に長け、首都のカスズはブル
ガンディに次ぐ、貿易港として栄えている。もっ
とも、ブルガンディの貿易港を牛耳っているのも
シャーズ族ではある。カスズにはウルフレンドの
富の半分は集っているともいわれる。
　また、地中海の貿易船の３分の２はカスズの船
籍であるともされる。

　伝説の魔術師といわれるガンダ・ウルフもここ
の出身である。
　

〔ブルグナ〕
　オーク族の国。 地中海の北の広大な地域を占
めるが農耕には適さない土地が多い。
　そのため急増する人口を養いきれず、しばしば
メルキアへの侵攻を行なってきた。しかし、その
度にヒューマン・ドワーフ・エルフ・シャーズの
連合軍に敗れている。
　ドワーフ・エルフ・シャーズの各種族はヒュー
マン族といい関係にあるわけではない。しかし、
もしオークがメルキアを征服したら、オークに対
抗できる国がなくなるので、仕方なく手を貸して
いるのである。
　オークの戦士グレードンは王になりたいという
強烈な野望の持ち主であった。ヒューマンの闇の
魔導士モンドールはその野望をかぎつけ、グレー
ドンを利用してウルフレンドに災厄をもたらそう
とする。モンドールは、たまたまブルグナに調査
にきていたヒューマンの歴史学者プラーク教授の
心を支配し、グレードンの軍師にすえた。モンドー
ルの魔力と、プラークの軍師の能力によってグレー
ドンはブルグナの王朝を倒して王座につく。
　プラークはオークに軍として1つの指揮のもと
に戦うことを教え、訓練した。
　グレードン王の侵攻は、プラークの立てた巧妙
な作戦計画によって、連合軍を敗北寸前にまで追
い詰めた。しかし、このとき突然２頭のドラゴン
が現れ、オーク軍を攻撃する。 パニックに陥っ
たオーク軍は敗走し、メルキアは救われた。
　グレードンはわずかな手勢とともに戦場に残り、
最後まで戦って壮烈な戦死をとげた。
　２頭のドラゴンがなぜ、このときに現れたのか
は不明のままである。

〔クルアフ山地〕
　地中海の西、ブルグナとメルキアをへだててい
る巨大な山系。 コボルト族と、ノーム族がこの
地に住んでいる。
　かつてブルグナの空を自由に飛んでいた船の残
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　シャーズ族の王は選挙で選ばれる。選挙の時期
になると有力な貴族たちは庶民にさまざまな娯楽
を提供する。剣闘士の大会もその１つだが、戦う
のはシャーズ族ではなく、ヒューマン・ドワーフ・
オークから出稼ぎにやってきた戦士たちである。

〔ゴブル半島〕
　ブルグナの東、シャルトン半島とサラーク海峡
をへだてて対峙する半島で、ゴブリン族の国である。
　全体に痩せた土地で、都市といえるのは地中海
に面したテイビルケだけである。ここからは香辛
料や、海産物が輸出されている。
　テイビルケの北西にある岩山に掘られた宮殿が
あり、魔術師の中から選ばれた王がそこに住んで
いる。
　サラーク海峡は水深が浅い上に、岩礁が多く、
大きな船の航行には適さない。そのため、地中海
の貿易船は外洋には出たことがない。

〔ブルガンディ島〕
　地中海のほぼ中央に位置する火山島。はるか昔、
ボンベート火山の頂上には７人の神々が住んでい
たといわれるが、その遺構らしいものは発見され
ていない。
　古くからの貿易港で、どの国にも属さず自治都
市となっている。
　君主に相当する者はおらず、税を納める商人の
中から７人の評議員が選ばれ、その評議会がブル
ガンディを代表する。
　ウルフレンドで最大の貿易港であり、街を歩け
ばトロール以外のすべての種族を見ることができる。
　ギルドとだけ呼ばれる秘密組織の本部もブルガ
ンディにある。組織のボスは、シャーズ族である。
ギルドが生まれたころは、盗みや、暗殺も行なっ
ていたようだが、現在はほとんど行なっていない。
最も重要な業務は情報の収集である。情報のやり
とりが、金儲けに直結するということに気づいた
のである。ウルフレンドの各地にはギルドの支部
が置かれ、本部と密接な連絡を取り合って行動し
ている。
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